



― 行動履歴データに対するプライバシー保護の観点から ― 
 















PHS (Personal Handy-phone System) を用いた行動履歴データの取得や，


























































































 他方，データに欠落があるレコードの統合やリンク解析 (Data Integration 










る IEEE ICDM における国際ワークショップ  (DPADM, International 














国 70 都市程度，1 都市あたり 500 世帯の規模で実施されてきた．調査は，特




















 その他，料金収受が主要目的である ETC (Electronic Toll Collection 
System)の導入が，2001 年以後進んでいる．双方向通信が可能な DSRC 























density curve) または K-V 曲線の関係から求まる．その他，交通量-密度曲線 
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(flow-density curve)，交通量-速度曲線 (flow-speed curve) または Q-K 曲線，















測定 超音波 画像 ETC, DSRC プローブカー 
交通量 正確（誤差） 正確（誤差） 正確 不確か 
交通密度 30 秒間隔（誤差） 正確（誤差） ― 不確か 
速度 30 秒間隔（誤差） 正確（誤差） ― 正確 
車種判別 車両高・車両長 およそ正確 正確 正確 
OD 表作成 困難（誤差大） およそ正確 かなり正確 積載車は正確 
設置位置 500m 程度間隔等 120m 間隔等 出入口等 車載 
測定位置 機器直下 撮影領域 機器直下 車両位置 
画像 無し 有り 無し 車両周辺 




























阪神高速道路を 2012 年 6 月 13 日から 7 月 14 日の約 1 ヶ月間走行した複
数のパトロールカーにより取得された，無線 ID，年月日時分秒，十六方位， 
速度，世界測地系緯度経度等の値が記録されたプローブカーデータの提供を
受けた．全ファイルサイズは 2.14GB，走行ログ 795,575 レコードの内，取得














線全体で 1 日あたり約 278 万円，1 ヶ月で約 8631 万円，阪神高速道路全体
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